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昨年から今年にかけて小池百合子東京都知事の話題がテレビや新聞などのマスコミで
よく取り上げられています。2020 年開催予定の東京オリンピック・パラリンピック

や築地市場の豊洲への移転問題などがマスコミを騒がせています。小池知事のオリンピッ
クに関する会見などで「レガシー（遺産）」や「ワイズ・スペンディング（賢くお金を使
う）」などの横文字の言葉が多用されていて，意味がよくわからず，日本語のほうがわかり
やすいのではと感じたのは私だけでしょうか。日本語の乱れも相まって，こういった言葉
の問題が気になるところです。
　横文字の日本語といえば，医療や福祉の分野でも昔からかなり使われており，しっかり
と定着した表現もありました。しかし，一方で理学療法士，作業療法士や言語聴覚士と
いった，いわゆるセラピストが横文字の専門用語や略語を多用して，閉鎖的な領域を作っ
てチームワークを阻害してきたのではといった問題も指摘されたこともありました。電子
カルテの普及やカンファレンスの充実，チーム意識の向上にともなって，このような傾向
はずいぶん修正されてきているように思います。
　かつて，画期的な制度改革としての介護保険制度の新設にあたって，その準備段階にお
いて当時，厚生大臣だった小泉純一郎氏の厳命によって介護保険のサービスの名称につい
て横文字は極力使用せず，日本語の表現にしたというエピソードを聞いたことがありま
す。かつてなじんでいたホームヘルパーは「訪問介護」，デイサービスやデイケアはそれぞ
れ「通所介護」「通所リハビリテーション」となり，当初はかなりの違和感を覚えた記憶が
あります。しかし，どうしても日本語にできなかった横文字が「ケア」と「リハビリテー
ション」であったと聞いています。期せずして，これからの地域を考えていく場合にこの

「ケアとリハビリテーション」が重要なポイントになってきているとも言えます。
　さて，今回の特集は「精神疾患への在宅支援」で，精神疾患者への支援はこれからの重
要な課題であり，特に日本においては病院に収容して治療することを主流として発展して
きました。しかし，精神病院をゼロにして地域で支援する方向に移行したイタリアの実践
に見られるように，在宅でのさまざまな支援の充実を通じて，地域で精神疾患者を支えて
いく仕組みづくりが期待されます。ここでも「ケアとリハビリテーション」の視点が重要
視されていくと思われます。
 編集委員　伊藤隆夫
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